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Windowsは、米国Microsoft Corporationの登録商標です。
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正しく安全に
お使い頂くために

弊社製品をお買い上げ頂きまして誠にありがとうございます。
ご使用の前にこの取り扱い説明書をよくお読みになり、内容を理解してからお
使いください。
表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、次
の表示で区分し説明します。

　　危険

この表示の欄は「死亡または重傷等を負う可能性が想定され、かつ危険発生時
の警告の緊急性が高い」内容です。

　　警告

この表示の欄は「死亡または重傷等を負う可能性が想定される」内容です。

　　注意

この表示の欄は「障害を負う可能性または物質的損害のみが発生する可能性が
想定される」内容です。

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するためにも、
次の事柄は必ずお守りください。
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　　警告

レーザーを直視しない！

レーザー被爆障害を招く

危険があります。

レーザー光上で虫眼鏡、

望遠鏡等は使わない！

レーザー被爆障害を招く

危険があります。

分解しない！改造しない！

内部の点検、調整はお買上げの販売店にお任せ下さい。ショートや発

熱により感電や火災を起こす恐れがあります。

レーザー光

ビームをのぞきこまないこと

最大出力：1.0mW
クラス 2レーザー製品

火の中に投入しない！加熱しない！

絶対にしないでください。発熱、漏液、破裂、発火の原因になります。
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　　注意

強い衝撃を与えない！

ハンマー等で叩いたり、釘

等を打ち込まないで下さ

い。発火、破裂の原因にな

ります。

幼児の手の届く所に置かない！

怪我等の原因になります。

濡らさない！

雨や水、コーヒー等の液体

で濡らさないで下さい。ま

た濡れた手で操作しない

で下さい。ショートや発熱

による感電や製品の故障

を起こす恐れがあります。

特に、シンナー、ベンジン

等揮発性の液体は絶対に

かけないで下さい。

直射日光・高温・多湿の場所で

保管・使用しない！

高温、多湿、直射日光の当

たる所、ほこりの多い所で

の保管・使用は避けて下さ

い。機器の故障の原因にな

ります。

RF/ID のアンテナ等の近傍では、誤動作する恐れがあります
ので使用を避けて下さい。
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製品保証について

1. 製品をご購入いただきましたら、保証書にお買い上げ日、御社名、御住所な
どをご記入の上、大切に保管してください。

2. 製品の無償保証期間はご購入日より 1ヶ年、最長で出荷日より 1年 3ヶ月と
なります。ただし、無償保証期間内でも次のような場合は有償となることが
ありますので、ご了承ください。

（1）保証書のご提示がないとき
（2）保証書の所定事項に未記入の箇所がある場合
（3）マニュアル等に記載された使用方法および注意事項に反する取扱いによる障害
（4）故意または重大な過失による障害
（5）使用環境が所定条件から逸脱したことによる障害
（6）許可無く、改造または他機器の接続、取付けを行ったことによる障害
（7）災害、地震、水害等の天災地変による障害
（8）お客様の作成されたソフトウェアおよびシステムによる障害
（9）使用上避けられない消耗による障害・部品交換（消耗品交換）

3. 製品の品質につきましては、十分注意して製造しておりますが、なにかお気
づきの点がありましたらご連絡ください。

4. 製品の内容は、修正バージョンアップなどにより、予告なく変更することが
あります。

本製品の運用の結果生じた損失については、全てに関しての責任を負いかねま
すのでご了承ください。
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表記上の注意

参照事項を表わします。

 
注意事項を表わします。
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1-1　梱包箱の確認

梱包箱の中には本体をはじめとして次の添付品が同梱されています。お使いに
なる前に必ず本体および添付品をご確認ください。

• 本体（型番：Stream1-DSV）
• キーボード I/Oケーブル（型番：KBIO－SR1)
• ユーザーズマニュアル（本書）
• 保証書

梱包品に不備がありましたら、ご購入販売店もしくは弊社営業部までお問い合
わせください。
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1-2　各部の名称と役割

●本体

①読取り口
バーコードを読込むための読取り口です。

②表示 LED
バーコードを読んだときなどに点灯します。

③トリガースイッチ
読取りを行う時に押します。

④本体ケーブル
通常、デスクトップの場合はキーボード I/Oケーブルの「SCAN」側のコネ
クタに、ノートブックの場合は、キーボード（テンキー）コネクタに接続し
ます。

⑤シリアルナンバーシール
製品管理番号です。
製品についてのお問い合わせ時に、このシリアルナンバーをお知らせくださ
い。
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●キーボード I/Oケーブル

①HOST
パソコン本体のキーボードコネクタ、またはテンキーコネクタに接続します。

②KEY
パソコンのキーボードあるいはテンキーに接続します。

③SCAN
Stream1-DSVに接続します。
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1-3　ご注意（必ずお読みください）

パソコンの機種により、Stream1-DSVの設定に注意が必要となることがありま
すので、本項を必ずお読みになってから製品をご使用ください。

●東芝ノートブックパソコン「Satellite」シリーズをご使用のお客様へ

「Satellite」シリーズに接続してご使用される際には、以下の注意を守って設定
してください。
注意に従わず設定を行った場合、パソコンの再起動後レーザー光が出力されず、
使用および再設定が不可能になることがあります。

「2-2 形態別設定」にある「ノートブックタイプ」の設定と「初期設定」のバー
コードメニューは決して使用しないで下さい。「第3章　各種条件の設定」や「第
5章　EAN-128読取り設定」で変更した設定内容を初期化したい場合は、以下の
手順で設定を行って下さい。また、この設定で「Satellite」シリーズへの形態別
設定を行いますので「ノートブックタイプ」の設定は決して行わないで下さい。

設定方法

本製品を開梱してから初めて使用される場合は、接続後パソコンの電源を入れ
た直後に設定を行ってください。また、他のパソコンに接続して使用していた
本製品を「Satellite」シリーズで使用される場合は、前のパソコンに接続したま
まで設定を行い、その後パソコンの電源を切って取り外しを行ってから
「Satellite」シリーズに接続してご使用ください（再度同じ設定をする必要はあ
りません）。

①パソコンに正しく接続し（「2-1　接続」参照）電源が入っていることを確認
してください。

②以下の設定用バーコードメニューを上から順番に読み設定を行います。
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表 1-1

「Satellite」シリーズ用　形態別設定＆初期設定

設定開始  Z7 

 U6 

 HN 

 XG 

 WF 
設定終了  Z7 

「第3章 各種条件の設定」や「第5章　EAN-128読取り設定」にあるその他の設
定が必要であれば、上記の設定終了後に改めて設定を行って下さい。
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2-1　接続

Stream1-DSVは、DOS/V機専用です。また、キーボード用インターフェース
を使用しますので USB、RS-232Cインターフェースにはつながりません。ご注
意ください。お使いになられる前に接続形態をご確認ください。

接続は、パソコンの電源を切った状態で行ってください。

2-1-1　接続形態

接続形態により設定が異なります。接続形態を確認されてから「2-2　形態別設
定」に進み設定を行ってください。

ノートパソコンでマウスやテンキーを使用する場合は、以下の設
定でも動作しないことがあります。その場合は弊社営業までご相
談ください。
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①デスクトップパソコンに Stream1-DSVを接続

形態別設定をデスクトップタイプに設定してください。

②ノートブックパソコンに Stream1-DSVを接続

形態別設定をノートブックタイプに設定してください。

③ノートブックパソコンに Stream1-DSVとマウスを接続

形態別設定をノートブックタイプに設定してください。
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④ノートブックパソコンに Stream1-DSVとテンキーを接続

形態別設定をデスクトップタイプに設定してください。

⑤ノートブックパソコンに Stream1-DSVとマウスおよびテンキーを接続

形態別設定をデスクトップタイプに設定してください。

分岐ケーブルの詳細については、弊社営業部までお問い合せくだ
さい。
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2-1-2　接続機種に関する注意事項

本製品が接続可能な PCの機種については、弊社ホームページ
（http://www.welcat.co.jp/）をご覧下さい。
また、デスクトップ PCに USBキーボードを接続して本製品をご使用になる場
合、英大文字／小文字の反転が起きることがあります。詳細に関しては弊社営
業部までお問い合わせください。

〇IBM製デスクトップ PC「NetVistaシリーズ」に接続する場合の注意

Stream1-DSVを IBM製デスクトップ PC「NetVistaシリーズ」で USBキー
ボードと同時に使用される場合、Stream1-DSVの接続が認識されなくなる、ま
たはキーボードの入力ができなくなる等の現象が発生することがあります。そ
の場合、NetVistaについて以下の設定を行う必要があります。

① PCの電源を入れた後、IBMロゴを表示中に F1キーを押すと「装置構成ユー
ティリティー」（BIOSメニュー）が起動します。なお、この設定は
Stream1-DSVを接続しないで行ってください。

②矢印キーで選択、Enterキーで確定しながら「デバイスとＩ／Ｏポート」→
「USBの設定」→「USBキーボード／マウス」とメニューを進めます。

③「自動検出」を「しない」に変更します（デフォルトは「自動検出」となっ
ています）。

④ ESCキーを3回押して最初のメニューに戻ったあと設定を保存します。

⑤設定保存後、自動的にWindowsが起動しますので、起動完了後Stream1-DSV
を接続して下さい。

⑥ Stream1-DSVの形態別設定はノートブックタイプの設定にして下さい。
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2-2　形態別設定

製品を動かす前に「2-1　接続」により接続を確認して、接続形態により必ず「デ
スクトップタイプ」か「ノートブックタイプ」の設定を行ってください
この設定を行わない場合、正常に動作しません。
出荷時は、デスクトップタイプの設定になっています。

2-2-1　デスクトップタイプの設定

この設定は、「2-1　接続」の形態①および④、⑤の場合に適用されます。

●接続

①パソコンの電源を切っておきます。
②「2-1　接続」に従い接続してください。
③各種コネクタがしっかり接続されていることを確認してください。

●設定

①パソコン本体の電源を入れます。
②以下の設定用バーコードメニューを順番に読みデスクトップタイプの設定を
行います。

表 2-1

デスクトップタイプの設定にします

設定開始  Z7 
デスクトップタイプ  HV 

設定終了  Z7 
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初めて設定する場合、およびデスクトップタイプまたはノートブ
ックタイプの設定を変更する場合は、設定後パソコンの電源を切
り一旦 Stream1-DSVを接続しなおして再びパソコンの電源を入
れてください。この操作をしない場合、正常に動作しない場合が
あります。

2-2-2　ノートブックタイプの設定

この設定は、「2-1　接続」の形態②および③の場合に適用されます。

●接続

①パソコンの電源を切っておきます。
②「2-1　接続」に従い接続してください。
③コネクタがしっかり接続されていることを確認してください。

●設定

出荷時はデスクトップタイプの設定になっています。

①パソコン本体の電源を入れます。
②以下の設定用バーコードメニューを順番に読みノートブックタイプの設定を
行います。
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表 2-2

ノートブックタイプの設定にします

設定開始  Z7 
ノートブックタイプ  HN 

設定終了  Z7 

初めて設定する場合、およびデスクトップタイプまたはノートブ
ックタイプの設定を変更する場合は、設定後パソコンの電源を切
り一旦 Stream1-DSVを接続しなおして再びパソコンの電源を入
れてください。この操作をしない場合、正常に動作しない場合があ
ります。
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2-2-3　初期設定

出荷時には、あらかじめ「3-1　設定項目および初期設定」に示される設定にな
っています。
各種設定を「初期設定」状態に戻したい場合には下の「初期設定」のバーコー
ドを読んで初期状態にしてください。

表 2-3

初期設定状態にします

設定開始  Z7 
初期設定  U6 
設定終了  Z7 

上記「初期設定」では「デスクトップタイプ」と「ノートブック
タイプ」の設定は変更されません。
「デスクトップタイプの設定」および「ノートブックタイプの設定」
は、別途表2-1及び表2-2の設定表で行ってください。
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2-3　基本動作

必ず「2-1　接続」および「2-2　設定」での接続と設定が終了してから次の動作
を行ってください。

以下の説明はWindowsご使用時の動作です。その他の OSでの動
作はお問い合わせください。

①パソコンの電源を入れてください。
②アプリケーションソフトで「メモ帳」などを開き、文字入力状態にします。
③カーソルを「メモ帳」内に置き、バーコードを読取ってください
（バーコードは、巻末のサンプルバーコードをお使いください）。
④読込んだバーコードが画面上に表示されれば基本動作の確認は終了です。

キーボードのキーを押しながらの操作は止めてください。
正しく動作しません。また、データが出力されない場合はパソコ
ンの電源を入れなおしてください。
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3-1　設定項目および初期設定

Stream1-DSVでは「読取りコード」、「読取り設定」、「通信設定」の分類で
設定ができます。設定項目および初期設定は表をご覧ください。

3-1-1　読取りコードと初期設定

表 3-1

コード 読取
桁数
転送

C/D
計算

C/D
転送

スタート／
ストップ

プリフィックス
付加

サフィクッス
付加

UPC-A ○ － ○*1 ○ － 無し 無し

UPC-E ○ － ○*1 × － 無し 無し

JAN/EAN-13 ○ － ○*1 ○ － 無し 無し

JAN/EAN-8 ○ － ○*1 ○ － 無し 無し

CODE-39 ○*3 × × ○*2 × 無し 無し

NW-7 ○*3 × － － × 無し 無し

インターリブ
ド2 of 5

○*4 × × ○*2 － 無し 無し

CODE-93 ○ × ○*1 ×*1 － 無し 無し

CODE-128 ○ × ○*1 ×*1 － 無し 無し

EAN-128 × － － － － － －

定期刊行物コ
ード（雑誌）
（JAN-13アド
オンコード付）

× － ○*1 ○ － 無し 無し

EAN-128の読取り設定については第5章を、定期刊行物コード（雑誌）について
は第6章の付録4をご覧ください。
上記以外のコード読取りおよび設定についてはご相談ください。

• C/D：チェックデジット
• スタート／ストップ：スタート・ストップキャラクタを付けて転送
* 1：この設定は、変更できません。
* 2：この設定は、「C/D計算」が“○”の時のみ有効です。
* 3：1桁は読取りできません。
* 4：2桁は読取りできません。
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3-1-2　読取り設定

表 3-2

NO 設定項目 初期設定

1 読取り桁数 桁数設定無し

2 読取り方式 単発読み

3 トリガーモード① 読取り時間優先

4 トリガーモード② オートオフモード

5 読取り時間　*5 2秒

6 多段読み 使用しない

7 ブザー音量 音量1（最大）

8 ブザー音 音2

* 5：「読取り時間優先」の場合のみ有効。

3-1-3　通信設定

表 3-3

NO 設定項目 初期設定

1 起動時の CAPS状態 OFF

2 終端コード送信 「ENT」を送信

3 送信速度 速度2

4 キーボードステータス制御 制御する
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3-2　設定の詳細

ここでは「3-1　設定項目および初期設定」の各項目の詳細と設定変更の方法を
説明します。

設定項目 項目番号

読取りコード

読取りコードの設定 3-2-1-1

桁数転送の設定 3-2-1-2

C/D（チェックデジット）計算の設定 3-2-1-3

C/D（チェックデジット）転送の設定 3-2-1-4

スタート／ストップキャラクタ転送の設定 3-2-1-5

プリフィックスの付加の設定 3-2-1-6

サフィックスの付加の設定 3-2-1-7

読取り設定

読取り桁数の設定 3-2-2-1

読取り方式の設定 3-2-2-2

トリガーモード①の設定 3-2-2-3

トリガーモード②の設定 3-2-2-4

読取り時間の設定 3-2-2-5

多段読みの設定 3-2-2-6

ブザー音量の設定 3-2-2-7

ブザー音の設定 3-2-2-8

通信設定

起動時の CAPS状態の設定 3-2-3-1

終端コード付加の設定 3-2-3-2

送信速度の設定 3-2-3-3

キーボードステータス監視／制御の設定 3-2-3-4
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この章で示す設定は、いずれも以下の手順で行ってください。

設定開始のバーコードを読む。
ブザーが「ピッ、ピッ、ピッ・・・」と鳴り続けます。

各種設定用のバーコードを読んでください。
ブザーが鳴っている間は、複数の設定用バーコードを

読んで同時設定が可能です。

設定終了のバーコードを読んでください。
設定終了になるとブザーが鳴り止みます。
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3-2-1　読取りコード

3-2-1-1　読取りコードの設定

表3-4では、設定したコード以外は読めなくなります。複数のコードを設定する
場合は、まず表3-4で1種類のみ設定し、残りは表3-5で読みたいコードを追加設
定してください。

表 3-4

各コードのみ設定します（設定したコード以外は読めません）
★印は初期設定

設定開始  Z7 
UPCのみ読取り  J1 

JAN/EANのみ読取り  J4 
CODE-39のみ読取り  A2 

NW7のみ読取り  A3 
インターリブド2of5のみ読取り  J8 

CODE-93のみ読取り  A5 
CODE-128のみ読取り  A6 

設定終了  Z7 
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表3-5では、読取りを行いたいコードを追加していきます。

表 3-5

各コードごとに読取り可能にします
★印は初期設定

設定開始  Z7 
★UPCの読取り可  R1 

★JAN/EANの読取り可  R4 
★CODE-39の読取り可  B2 
★NW7の読取り可  B3 

★インターリブド2of5の読取り可  R8 
★CODE-93の読取り可  B5 
★CODE-128の読取り可  B6 

設定終了  Z7 

●例

「CODE-39」と「NW-7」の2種類だけを読取り可能にしたい場合。表3-4で
「CODE-39のみ読取り」を設定します。次に表3-5で「NW-7の読取り可」を追
加設定します。この様な方法でこの2種類のコードだけ読取り可能に設定できま
す。
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3-2-1-2　桁数転送の設定

表 3-6

各コードごとに桁数を転送する設定にします

設定開始  Z7 
CODE-39桁数転送する  3I 

NW-7桁数転送する  3J 
インターリブド2of5桁数転送する  3L 

CODE-93桁数転送する  3M 
CODE-128桁数転送する  3N 

設定終了  Z7 
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表 3-7

各コードごとに桁数を転送無しの設定にします
★印は初期設定

設定開始  Z7 
CODE-39桁数転送無し  2I 

NW-7桁数転送無し  2J 
インターリブド2of5桁数転送無し  2L 

CODE-93桁数転送無し  2M 
CODE-128桁数転送無し  2N 

★全てのコードの桁数転送無し  2Z 
設定終了  Z7 
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3-2-1-3　C/D（チェックデジット）計算の設定

表 3-8

各コードごとに C/D の計算をしない設定にします
★印は初期設定

設定開始  Z7 
★CODE-39の C/D計算しない  C0 
★インターリブド2of5の

C/D計算しない  G0 
設定終了  Z7 

表 3-9

各コードごとに C/D の計算をする設定にします
★印は初期設定

設定開始  Z7 
CODE-39の C/D計算する  C1 
インターリブド2of5の

C/D計算する  G1 
設定終了  Z7 
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3-2-1-4　C/D（チェックデジット）転送の設定

表 3-10

各コードごとに C/D を転送しない設定にします
★印は初期設定

設定開始  Z7 
UPC-Aの C/D転送しない  E4 
★UPC-Eの C/D転送しない  E8 
JAN/EANの C/D転送しない  E1 
CODE-39の C/D転送しない
（C/D計算する時のみ有効）  C3 
インターリブド2of5の

C/D転送しない
（C/D計算する時のみ有効）  G3 

設定終了  Z7 

表3-10での「有効」とは設定変更可能という意味です。
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表 3-11

各コードごとに C/D を転送する設定にします
★印は初期設定

設定開始  Z7 
★UPC-Aの C/D転送する  E2 
UPC-Eの C/D転送する  E6 

★JAN/EANの C/D転送する  E0 
★CODE-39の C/D転送する
（C/D計算する時のみ有効）  C2 
★インターリブド2of5の

C/D転送する
（C/D計算する時のみ有効）  G2 

設定終了  Z7 

表3-11での「有効」とは設定変更可能という意味です。
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3-2-1-5　スタート／ストップキャラクタ転送の設定

表 3-12

各コードごとにスタート／ストップキャラクタ
転送しない設定にします　★印は初期設定

設定開始  Z7 
★CODE-39のスタート／

ストップキャラクタを転送しない  D0 
★NW-7のスタート／

ストップキャラクタを転送しない  F0 
設定終了  Z7 

表 3-13

各コードごとにスタート／ストップキャラクタ
転送する設定にします　★印は初期設定

設定開始  Z7 
CODE-39のスタート／

ストップキャラクタを転送する  D1 
NW-7のスタート／

ストップキャラクタを転送する  F4 
設定終了  Z7 

NW-7：スタート／ストップ キャラクタ abcd/abcdを転送します。
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3-2-1-6　プリフィックスの付加の設定

プリフィックスを付加したいコードを読み、別枠「3-3　英数字コード表」から
付加したい英数字データを出力する順番で読み最後に設定終了のバーコードを
読んで設定終了です。付加できるプリフィックスは最大4桁です。
また、プリフィックスはそれぞれのコードごとに設定できます。

表 3-14

各コードごとにプリフィックスを付加する設定にします
★印は初期設定

設定開始  Z7 
UPC-Aのプリフィックス  N1 
UPC-Eのプリフィックス  N2 

JAN/EAN-13のプリフィックス  N3 
JAN/EAN-8のプリフィックス  N4 
CODE-39のプリフィックス  M4 

NW-7のプリフィックス  M5 
インターリブド2of5の
プリフィックス  M7 

CODE-93のプリフィックス  M8 
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CODE-128のプリフィックス  M9 
設定終了  Z7 

表 3-15

すべてのコードのプリフィックスをクリアします。

設定開始  Z7 
★プリフィックスをクリア  1Y 

設定終了  Z7 
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3-2-1-7　サフィックスの付加の設定

サフィックスを付加したいコードを読み、別枠「3-3　英数字コード表」から付
加したい英数字データを出力する順番で読み最後に設定終了のバーコードを読
んで設定終了です。付加できるサフィックスは最大4桁です。
また、サフィックスはそれぞれのコードごとに設定できます。

表 3-16

各コードごとにサフィックスを付加する設定にします
★印は初期設定

設定開始  Z7 
UPC-Aのサフィックス  N6 
UPC-Eのサフィックス  N7 

JAN/EAN-13のサフィックス  N8 
JAN/EAN-8のサフィックス  N9 
CODE-39のサフィックス  O4 

NW-7のサフィックス  O5 
インターリブド2of5の

サフィックス  O7 

CODE-93のサフィックス  O8 
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CODE-128のサフィックス  O9 
設定終了  Z7 

表 3-17

すべてのコードのサフィックスをクリアします。

設定開始  Z7 
★サフィックスをクリア  1Z 

設定終了  Z7 
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3-2-2　読取り設定

3-2-2-1　読取り桁数の設定

●桁数を設定する方法

①表3-18の「桁数を設定する」を読みます。
②設定したい桁数のバーコードを読みます。
桁数の設定は、2種類までできます。1種類のみしか設定しない場合は、同じ
バーコードを2回読んでください。

③設定終了を読んで設定が終了します。

桁数の設定は、CODE-39、NW-7、インターリブド2of5全てのコードに適用さ
れます。

表 3-18

読取り桁数を設定します
★印は初期設定

設定開始  Z7 
★桁数を設定しない  H0 
桁数を設定する  H1 
設定終了  Z7 
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3-2-2-2　読取り方式の設定

• 単発読み
トリガーを押してバーコードを読むとその時点でレーザーが消灯します。

• 複数読み
レーザー点灯中であれば、続けてバーコードを読むことができます。
“レーザー点灯中”とは、「読取り時間優先」の場合は、設定した読取り時間
内。「トリガー優先」の場合は、トリガーを押しつづけている間のことを表わ
します。ただし、同じバーコードの場合は、レーザーを一旦バーコードから離
す必要があります。

• 

表 3-19

読取り方式を設定します
★印は初期設定

設定開始  Z7 
★単発読み  S0 
複数読み  S1 
設定終了  Z7 
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3-2-2-3　トリガーモード①の設定

• 「読取り時間優先」を選択の場合、「3-2-2-5　読取り時間」の設定をして
ください。

• トリガー優先
トリガースイッチを押している間はレーザーが点灯しつづけ、スイッチを離す
と消灯します。

表 3-20

トリガーモード①の設定をします
★印は初期設定

設定開始  Z7 
★読取り時間優先  SD 
トリガー優先  Y0 
設定終了  Z7 

「トリガー」優先を設定し、再び「読取り時間優先」に設定を変更
する場合は、｢3-2-2-5　読取り時間の設定｣で読取り時間の設定を
やり直してください（「初期設定」に戻す場合はこの作業は不要
です）。
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3-2-2-4　トリガーモード②の設定

本設定は、「3-2-2-3　トリガーモード①」で読取り時間優先に設定されている
場合のみ有効。

• オルタネートスイッチモード
トリガースイッチを押す毎にレーザー点灯、消灯を繰り返します。

表 3-21

トリガーモード②の設定をします
★印は初期設定

設定開始  Z7 
★オートオフモード  SI 

オルタネートスイッチモード  SJ 
設定終了  Z7 
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3-2-2-5　読取り時間の設定

この設定は、「3-2-2-4　トリガーモード①」で読取り時間優先の設定にされて
いる場合にのみ有効。
ここで設定された時間は、バーコードを読取った時点からの時間です。

例）2秒に設定されている場合、何も読まないとレーザー点灯から2秒でレーザ
ーが消灯します。また、レーザー点灯中にバーコードを読取るとタイマーがリ
セットされ、この時点から2秒後にレーザーが消灯します。

表 3-22

読取り時間を設定します
★印は初期設定

設定開始  Z7 
1秒  Y1 
★2秒  Y2 
4秒  Y4 
6秒  Y5 

10秒  Y7 
設定終了  Z7 
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3-2-2-6　多段読みの設定

設定された段数のバーコード読取りを終了した時点でデータを出力します。ま
た、各バーコードの区切りは“,”を出力します。
多段読みは、設定された時間内（「3-2-2-5　読取り時間の設定」で設定した時
間あるいは2秒のどちらか小さい方の時間です）に全段の読取りを終了しないと、
それまで読込まれたバーコードデータはすべてクリアされます。その場合は、
初めからやり直してください。

表 3-23

多段読みを設定します
★印は初期設定

設定開始  Z7 
★使用しない  OC 

2段  OD 
3段  OE 
4段  OF 
5段  OG 

設定終了  Z7 

「EAN128を使用する」に設定し、かつ多段読みの設定を行った場
合、強制的に EAN-128読取り限定となります。
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3-2-2-7　ブザー音量の設定

表 3-24

ブザー音量を設定します
★印は初期設定

設定開始  Z7 
    ★音量1（大）  T0 

音量2  T1 
音量3  T2 

      音量4（小）  T3 
設定終了  Z7 
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3-2-2-8　ブザー音の設定

表 3-25

ブザー音を設定します
★印は初期設定

設定開始  Z7 
  音 1  W1 
★音 2  W2 
  音 3  W3 
設定終了  Z7 
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3-2-3　通信設定

3-2-3-1　起動時の CAPS状態の設定

表 3-26

起動時の CAPS 状態の設定
★印は初期設定

設定開始  Z7 
CAPS　ON  WC 
★CAPS　OFF  XC 
設定終了  Z7 
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3-2-3-2　終端コード付加の設定

• 各終端コードごとに付加しない設定を行います。

表 3-27

全コードに各終端コードを付加しない設定にします
★印は初期設定

設定開始  Z7 
「ENT」を付加しない  XR 
「TAB」を付加しない  XT 

デスクトップ

PCの場合  XA 「→」を

付加しない ノート PCの

場合  OA 

設定終了  Z7 
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• 各終端コードごとに付加する設定にします。
それぞれ独立して付加します。
各終端コードの付加順は決まっており、全てのコードを付加した場合は、
「ENT」、「TAB」、「→」の順番で付加されます。

表 3-28

全コードに終端コードを付加する設定にします
★印は初期設定

設定開始  Z7 
★「ENT」を付加する  WR 
「TAB」を付加する  WT 

デスクトップ

PCの場合  WA 
「→」を

付加する ノート PCの

場合
 OA 
 $9C 

設定終了  Z7 

ノート PCの「→」キーは機種によっては「END」等のキーと共
有しているものがあり、入力モードによってはそれらのキーとし
て出力される場合があります。



3-2　設定の詳細

3-29

3-2-3-3　送信速度の設定

アプリケーションソフトによっては、バーコードを読んだときにデータがかけ
ることがあります。その場合は、送信速度を遅くしてください。

表 3-29

送信速度の設定
★印は初期設定

設定開始  Z7 
 送信速度1（速い）  K0 
★送信速度2  K1 
 送信速度3  K2 

 送信速度4（遅い）  K3 
設定終了  Z7 
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3-2-3-4　キーボードステータスの監視／制御の設定

キーボードステータスとは大文字／小文字等のキー入力に対する状態を示すも
のです。次の設定を変更した場合は、バーコードリーダーを再接続してパソコ
ンを再起動してください。

①キーボードステータスを監視し、読み取りデータが大文字のときはキーボー
ドステータスの状態にかかわらず大文字を、読み取りデータが小文字のとき
は小文字を出力します（出荷時はこの設定になっていますが、デスクトップ
PCでデータ化け／欠けが発生した場合、②の設定にしてください）。

表 3-30

キーボードステータスを常に監視して、制御する設定

設定開始  Z7 
制御する  WS 
監視する  WK 
設定終了  Z7 
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②キーボードステータスを監視せず、読み取りデータはキーボードステータス
の状態に依存します（ノート PCではこの設定は使用できません）。

表 3-31

キーボードステータスを常に監視せず、制御しない設定

設定開始  Z7 
制御しない  XS 
監視しない  XK 
設定終了  Z7 
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3-3　英数字コード表

プリフィックスおよびサフィックスに付加する英数字コードです。

表 3-32（1）

英数字コード表

0  Q0 
1  Q1 
2  Q2 
3  Q3 
4  Q4 
5  Q5 
6  Q6 
7  Q7 
8  Q8 
9  Q9 
A  0A 
B  0B 
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表 3-32（2）

英数字コード表

C  0C 
D  0D 
E  0E 
F  0F 
G  0G 
H  0H 
I  0I 
J  0J 
K  0K 
L  0L 
M  0M 
N  0N 
O  0O 
P  0P 
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表 3-32（3）

英数字コード表

Q  0Q 
R  0R 
S  0S 
T  0T 
U  0U 
V  0V 
W  0W 
X  0X 
Y  0Y 
Z  0Z 
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4-1　外形寸法

4-1-1　本体

4-1-2　キーボード I/Oケーブル
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4-3

4-2　読取り性能

4-2-1　読取り深度と分解能

PCS 分解能（mm） 読取深度（mm）
1.0 20～330
0.5 0～200

0.25 0～110
0.9

0.15 0～40
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4-2-2　ピッチ角度

α±35°まで読取り可能です。

4-2-3　スキュー角度、デッドゾーン

• スキュー角度
β＝上下50°まで読取り可能です。ただし、デッドゾーンは除く。

• デッドゾーン
β＝上下8°で正反射による読取り困難な領域があります。



4-2　読取り性能

4-5

4-2-4　チルト角度

γ＝時計回り、反時計回り30°まで読取り可能です。

4-2-5　湾曲

JAN8桁の場合 R≧15の範囲で読取り可能です。
JAN13桁の場合 R≧20の範囲で読取り可能です。

R
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4-3　光学仕様

項目 特性
発光素子 赤色半導体レーザー
発光波長 650±10 nm
光出力 1 mW以下
スキャン方式 往復振動型
スキャンスピード 100±20スキャン／秒
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4-4　その他仕様

読取りコード

JAN/EAN 、 UPC 、 NW-7 、
CODE-39、インターリブド
2of5、CODE-93、CODE-128、
EAN-128、定期刊行物コード（雑
誌）

読取り幅 179mm（分解能0.5mm時）
読取り深度 0～200mm（分解能0.5mm時）
最小分解能 0.15mm以上
走査速度 100スキャン／秒
PCS値 0.45以上

スキャナー部仕様

光源
赤色半導体レーザー
（650±10nm）

正常読取り時 緑
LED

初期化中／エラー オレンジ
ブザー バーコード読取り時、設定時に鳴動
寸法 159mm（D）×56.3mm（W）×31.5m（H）
重量 135g（ケーブルを含む）

ケーブル長 1.5m
落下衝撃 1.5m（コンクリート）
防滴 JIS防滴Ⅱ型準拠

入力電源圧 DC5.0V
読取り時 100mA（MAX）

消費電流
準備時 20m（MAX）電気的仕様

インターフェース
キーボードインターフェース
（DOS/V機専用）

白熱灯 3000ルクス
蛍光灯 3000ルクス使用周囲照度
太陽光 5000ルクス

使用温度 0～40℃
環境

使用湿度 20～80％RH（結露無きこと）
ケース 抗菌処理相当

その他
付属品

キーボード I/Oケーブル
（KBIO-SR1）ケーブル長1.5m
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本章は EAN-128専用です。他のコードの設定などには使用できませんのでご注
意ください。
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5-1　EAN-128読取り設定

初期設定では、EAN-128 は使用しないとなっています（EAN-128 は読んでも
通常の CODE-128として出力されます）。
EAN-128を使用する場合は、出力形式により下の設定メニューコードを読んで
ください。

●「EAN-128を使用する」

表 5-1

EAN-128を使用するに設定します

設定開始・終了  Z7 
出力形式　1 「5-3　出力形式1の設定方法」参照

出力形式　2  /3 
出力形式　3  /4 

＜出力形式 1＞

読取りデータからユーザーの指定するAIのデータフィールドのみを抽出し指定
されたフォーマットで出力します。
AIは最大 10種類まで指定でき、その AI毎にヘッダ（最大 2桁）、ターミネー
タ（最大 2桁）を指定できます。
AIの中でデータの小数点位置を記している物があるが（AI　310等）それにつ
いてはデータに小数点を付加して出力します。
「出力形式 1」の設定方法については「5-3　出力形式 1の設定方法」をご覧くだ
さい。



5-1　EAN-128読取り設定

5-3

＜出力形式 2＞

読取りデータからデータフィールドのみ抽出して出力します。

＜出力形式 3＞

先頭の FNC1を”］C1”に、それ以外の FNC1を GS（ASCII　1DH)に変換し
ます。
その他のデータ（AI,データフィールド）は通常の CODE-128と同様に出力しま
す。

出力形式3では EAN-128のデータ区切り位置を識別しないため、
区切り文字等の付加、必要データの抽出等は行えません。

EAN-128ラベルフォーマット

データ

1

データ

2

データ

n

データ

1

データ

2

データ

n

Start

Code

FNC1 AI

データフィールド

（固定長）

AI

データフィールド

（可変長）

フィールド

セパレータ

（FNC1）

････ チェック

キャラクタ

Stop

　　　　　一つのエレメントストリング

●「EAN-128を使用しない」

EAN-128を使用しない場合は以下のメニューコードを読んでください。
初期設定ではこの設定になっています。

表 5-2

EAN-128を使用しないに設定します

設定開始・終了  Z7 
EAN-128を使用しない  /0 
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5-2　区切り文字の設定

以下のメニューコードを読んだ後に「5-5　直接入力コード表」を読取ることに
より 0桁から 2桁までの任意のデータを指定することができます。

表 6-3

区切り文字の設定を行います

設定開始・終了  Z7 

データフィールド内のデータと

データの区切り文字を設定  /W 

エレメントストリングとエレメン

トストリングの区切り文字を設定  /X 

通常ＦＮＣ１はデータとして出力し

ないがこれを設定することによりＦ

ＮＣ１をこの設定文字に置き換えま

す（2つめ以降のＦＮＣ１のみ）

 /Y 

出力形式 1の設定については、「5-3　出力形式 1の設定方法」をご覧ください。
区切り文字は 2桁まで設定できるので直接入力コードを続けて 2回読むと 2桁
の文字が付加されます。
区切り文字の設定を初期化するには、ユーザーズマニュアルの「2-2　初期設定」
を実行してください。

初期設定を実行すると「EAN-128は使用しない」になります。
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処理の遅いホストの場合、データ欠けが起こる場合があります。
その場合は、以下のディレイを設定してください。

表 5-4

ディレイタイムを設定します
★印は初期設定

設定開始・終了  Z7 

★区切り文字後送信ディレイ

＝0msec  /I 

区切り文字後送信ディレイ

＝10msec  /J 
区切り文字後送信ディレイ

＝20msec  /K 
区切り文字後送信ディレイ

＝30msec  /L 
★区切り文字後送信ディレイ

＝1倍  /M 

区切り文字後送信ディレイ＝2倍  /N 

区切り文字後送信ディレイ＝3倍  /O 

区切り文字後送信ディレイ＝4倍  /P 
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5-3　出力形式１の設定方法

表 5-5

出力形式1の設定を行う

設定開始・終了  Z7 
出力形式1の設定  /1 

この時点で現在の出力形式１設定はクリアーされます。

①初めに表5-5の設定開始・終了のメニューコードを読み下の出力形式１のメニ
ューコードを読む。

②希望する出力順に表5-6メニューコードを読ませます。設定可能 AI数は最大
10個までで、設定したい回数分 A～Cを繰り返し行ってください。

A：すべての AIに 1対 1に対応するメニューコード（／＊＊＊＊）（「5-6　出
力形式 1設定用メニューコード表」参照）を読んでください。

B：ヘッダの設定を行います。直接入力コードラベルを読んでください。
最小 0桁から最大 2桁までのヘッダを設定できます。
桁数毎の必要設定メニューは「表 5-6」の通りです。

C：ターミネータの設定を行います。直接入力コードラベルを読んでください。
最小 0桁から最大 2桁までのヘッダを設定できます。
桁数毎の必要設定メニューは「表 5-6」の通りです。

③出力させたい全ての AIとターミネータを設定した時点で「設定開始・終了」
のメニューコードを読んで終了させてください。
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表 5-6

設定桁数 内容 設定

0桁 右のバーコードを2回読む

1桁
任意の直接入力コードラベル1つと右の

バーコードを1回読む

2桁 任意の直接入力コードラベル2つを読む

 $00 

桁数設定用メニューコードは、直接入力コードラベル表の各頁上段にもありま
す。
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5-4　その他の設定

その他の設定　★印は初期設定

設定開始・終了  Z7 
★YYMMDD中の DDの表示
＝ YYMMDDをそのまま出力  /E 

YYMMDD中の DDの表示
＝ DD＝00ならばDDを出力しない  /F 
★EAN-128出力形式１の時に AIが見つからなければ
ヘッダ、ターミネータ、エレメントストリングセパレ
ータを出力する

 /C 

EAN-128出力形式１の時に AIが見つからなければ
ヘッダ、ターミネータ、エレメントストリングセパレ
ータを出力しない

 /D 

★プレデファインドレングス AI 以外のデータフィー
ルドが固定長のエレメントストリング（例 AI 8005)
を可変長として扱う

 /U 

プレデファインドレングス AI 以外のデータフィール
ドが固定長のエレメントストリング(例 AI 8005）を固
定長として扱う。また、その AI 直後のフィールドセ
パレータは出力しない

 /V 

★CODE-128から EAN-128への変換ができない時、
何も出力しない  /A 

CODE-128から EAN-128への変換ができない時、
CODE-128として出力する  /B 
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5-5　直接入力コード表

設定／終了  Z7 
設定桁数

0桁→2回、1桁→1回、
2桁→下のコードを2回  $00 

キャラクタ メニューバーコード

Ctrl + A  $01 
Ctrl + B  $02 
Ctrl + C  $03 
Ctrl + D  $04 
Ctrl + E  $05 
Ctrl + F  $06 
Ctrl + G  $07 
Ctrl + H  $08 
Ctrl + I  $09 
Ctrl + J  $0A 
Ctrl + K  $0B 
Ctrl + L  $0C 
Ctrl + M  $0D 
Ctrl + N  $0E 
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設定／終了  Z7 
設定桁数

0桁→2回、1桁→1回、
2桁→下のコードを2回  $00 

キャラクタ メニューバーコード

Ctrl + O  $0F 
Ctrl + P  $10 
Ctrl + Q  $11 
Ctrl + R  $12 
Ctrl + S  $13 
Ctrl + T  $14 
Ctrl + U  $15 
Ctrl + V  $16 
Ctrl + W  $17 
Ctrl + X  $18 
Ctrl + Y  $19 
Ctrl + Z  $1A 
Ctrl + [  $1B 
Ctrl + ¥  $1C 
Ctrl + ]  $1D 
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設定／終了  Z7 
設定桁数

0桁→2回、1桁→1回、
2桁→下のコードを2回  $00 

キャラクタ メニューバーコード

Ctrl + ^  $1E 
Ctrl + _  $1F 
” ”  $20 
”!”  $21 
”"”  $22 
”#”  $23 
”$”  $24 
”%”  $25 
”&”  $26 
”'”  $27 
”(”  $28 
”)”  $29 
”*”  $2A 
”+”  $2B 
”,”  $2C 
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設定／終了  Z7 
設定桁数

0桁→2回、1桁→1回、
2桁→下のコードを2回  $00 

キャラクタ メニューバーコード

”-”  $2D 
”.”  $2E 
”/”  $2F 
”0”  $30 
”1”  $31 
”2”  $32 
”3”  $33 
”4”  $34 
”5”  $35 
”6”  $36 
”7”  $37 
”8”  $38 
”9”  $39 
”:”  $3A 
”;”  $3B 
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設定／終了  Z7 
設定桁数

0桁→2回、1桁→1回、
2桁→下のコードを2回  $00 

キャラクタ メニューバーコード

”<”  $3C 
”=”  $3D 
”>”  $3E 
”?”  $3F 
”@”  $40 
”A”  $41 
”B”  $42 
”C”  $43 
”D”  $44 
”E”  $45 
”F”  $46 
”G”  $47 
”H”  $48 
”I”  $49 
”J”  $4A 
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設定／終了  Z7 
設定桁数

0桁→2回、1桁→1回、
2桁→下のコードを2回  $00 

キャラクタ メニューバーコード

”K”  $4B 
”L”  $4C 
”M”  $4D 
”N”  $4E 
”O”  $4F 
”P”  $50 
”Q”  $51 
”R”  $52 
”S”  $53 
”T”  $54 
”U”  $55 
”V”  $56 
”W”  $57 
”X”  $58 
”Y”  $59 
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設定／終了  Z7 
設定桁数

0桁→2回、1桁→1回、
2桁→下のコードを2回  $00 

キャラクタ メニューバーコード

”Z”  $5A 
”[”  $5B 
”¥”  $5C 
”]”  $5D 
”^”  $5E 
”_”  $5F 
”`”  $60 
”a”  $61 
”b”  $62 
”c”  $63 
”d”  $64 
”e”  $65 
”f”  $66 
”g”  $67 
”h”  $68 
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設定／終了  Z7 
設定桁数

0桁→2回、1桁→1回、
2桁→下のコードを2回  $00 

キャラクタ メニューバーコード

”i”  $69 
”j”  $6A 
”k”  $6B 
”l”  $6C 
”m”  $6D 
”n”  $6E 
”o”  $6F 
”p”  $70 
”q”  $71 
”r”  $72 
”s”  $73 
”t”  $74 
”u”  $75 
”v”  $76 
”w”  $77 
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設定／終了  Z7 
設定桁数

0桁→2回、1桁→1回、
2桁→下のコードを2回  $00 

キャラクタ メニューバーコード

”x”  $78 
”y”  $79 
”z”  $7A 
”{”  $7B 
”|”  $7C 
”}”  $7D 
”~”  $7E 

F1  $80 
F2  $81 
F3  $82 
F4  $83 
F5  $84 
F6  $85 
F7  $86 
F8  $87 
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設定／終了  Z7 
設定桁数

0桁→2回、1桁→1回、
2桁→下のコードを2回  $00 

キャラクタ メニューバーコード

F9  $88 
F10  $89 
F11  $8A 
F12  $8B 
Esc  $96 
Tab  $97 

Enter  $98 
BackSpace  $99 

 →

（Right Arrow）  $9C 
 ←

（Left Arrow）  $9D 
 ↑

（Up Arrow）  $9E 
 ↓

（Down Arrow）  $9F 
Right Ctrl
（実行）  $A0 

Keypad Enter  $A7 
Keypad 1  $B0 
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設定／終了  Z7 
設定桁数

0桁→2回、1桁→1回、
2桁→下のコードを2回  $00 

キャラクタ メニューバーコード

Keypad 2  $B1 
Keypad 3  $B2 
Keypad 4  $B3 
Keypad 5  $B4 
Keypad 6  $B5 
Keypad 7  $B6 
Keypad 8  $B7 
Keypad 9  $B8 
Keypad /  $B9 
Keypad *  $BA 
Keypad -  $BB 
Keypad +  $BC 
Keypad 0  $BD 
Keypad .  $BE 
Alt + @  $C0 
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設定／終了  Z7 
設定桁数

0桁→2回、1桁→1回、
2桁→下のコードを2回  $00 

キャラクタ メニューバーコード

Alt + A  $C1 
Alt + B  $C2 
Alt + C  $C3 
Alt + D  $C4 
Alt + E  $C5 
Alt + F  $C6 
Alt + G  $C7 
Alt + H  $C8 
Alt + I  $C9 
Alt + J  $CA 
Alt + K  $CB 
Alt + L  $CC 
Alt + M  $CD 
Alt + N  $CE 
Alt + O  $CF 
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設定／終了  Z7 
設定桁数

0桁→2回、1桁→1回、
2桁→下のコードを2回  $00 

キャラクタ メニューバーコード

Alt + P  $D0 
Alt + Q  $D1 
Alt + R  $D2 
Alt + S  $D3 
Alt + T  $D4 
Alt + U  $D5 
Alt + V  $D6 
Alt + W  $D7 
Alt + X  $D8 
Alt + Y  $D9 
Alt + Z  $DA 
Alt + [  $DB 
Alt + ¥  $DC 
Alt + ]  $DD 
Alt + ^  $DE 
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設定／終了  Z7 
設定桁数

0桁→2回、1桁→1回、
2桁→下のコードを2回  $00 

キャラクタ メニューバーコード

Alt + _  $DF 
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5-6　出力形式 1設定用コード

設定／終了  Z7 

AI
フィールド

セパレータ（FNC1）
メニューバーコード

00 ×  /00FF 
01 ×  /01FF 
02 ×  /02FF 
10 ○  /10FF 
11 ×  /11FF 
12 ×  /12FF 
13 ×  /13FF 
15 ×  /15FF 
17 ×  /17FF 
20 ×  /20FF 
21 ○  /21FF 
22 ○  /22FF 

23L
※1

×
（データフィールド長＝

2L+1
例. 231 なら

2×1＋1＝3）

 /23LF 
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設定／終了  Z7 

AI
フィールド

セパレータ（FNC1）
メニューバーコード

240 ○  /240F 
241 ○  /241F 
250 ○  /250F 
251 ○  /251F 
30 ○  /30FF 

310D
※２ ×  /310D 
311D
※２ ×  /311D 
312D
※２ ×  /312D 
313D
※２ ×  /313D 
314D
※２ ×  /314D 
315D
※２ ×  /315D 
316D
※２ ×  /316D 
320D
※２ ×  /320D 
321D
※２ ×  /321D 
322D
※２ ×  /322D 
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設定／終了  Z7 

AI
フィールド

セパレータ（FNC1）
メニューバーコード

323D
※２ ×  /323D 
324D
※２ ×  /324D 
325D
※２ ×  /325D 
326D
※２ ×  /326D 
327D
※２ ×  /327D 
328D
※２ ×  /328D 
329D
※２ ×  /329D 
330D
※２ ×  /330D 
331D
※２ ×  /331D 
332D
※２ ×  /332D 
333D
※２ ×  /333D 
334D
※２ ×  /334D 
335D
※２ ×  /335D 
336D
※２ ×  /336D 
337D
※２ ×  /337D 
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設定／終了  Z7 

AI
フィールド

セパレータ（FNC1）
メニューバーコード

340D
※２ ×  /340D 
341D
※２ ×  /341D 
342D
※２ ×  /342D 
343D
※２ ×  /343D 
344D
※２ ×  /344D 
345D
※２ ×  /345D 
346D
※２ ×  /346D 
347D
※２ ×  /347D 
348D
※２ ×  /348D 
349D
※２ ×  /349D 
350D
※２ ×  /350D 
351D
※２ ×  /351D 
352D
※２ ×  /352D 
353D
※２ ×  /353D 
354D
※２ ×  /354D 
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設定／終了  Z7 

AI
フィールド

セパレータ（FNC1）
メニューバーコード

355D
※２ ×  /355D 
356D
※２ ×  /356D 
357D
※２ ×  /357D 
360D
※２ ×  /360D 
361D
※２ ×  /361D 
362D
※２ ×  /362D 
363D
※２ ×  /363D 
364D
※２ ×  /364D 
365D
※２ ×  /365D 
366D
※２ ×  /366D 
367D
※２ ×  /367D 
368D
※２ ×  /368D 
369D
※２ ×  /369D 
37 ○  /37FF 

390D
※２ ○  /390D 
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設定／終了  Z7 

AI
フィールド

セパレータ（FNC1）
メニューバーコード

391D
※２ ○  /391D 
392D
※２ ○  /392D 
393D
※２ ○  /393D 
400 ○  /400F 
401 ○  /401F 
402 ○  /402F 
403 ○  /403F 
410 ×  /410F 
411 ×  /411F 
412 ×  /412F 
413 ×  /413F 
414 ×  /414F 
415 ×  /415F 
420 ○  /420F 
421 ○  /421F 
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設定／終了  Z7 

AI
フィールド

セパレータ（FNC1）
メニューバーコード

422 ○  /422F 
8001 ○  /8001 
8002 ○  /8002 
8003 ○  /8003 
8004 ○  /8004 
8005 ○  /8005 
8006 ○  /8006 
8007 ○  /8007 
8018 ○  /8018 
8020 ○  /8020 
8100 ○  /8100 
8101 ○  /8101 
8102 ○  /8102 

90 ○  /90FF 
91 ○  /91FF 



第 5章　EAN-128読取り設定

5-30

設定／終了  Z7 

AI
フィールド

セパレータ（FNC1）
メニューバーコード

92 ○  /92FF 
93 ○  /93FF 
94 ○  /94FF 
95 ○  /95FF 
96 ○  /96FF 
97 ○  /97FF 
98 ○  /98FF 
99 ○  /99FF 

※1 この Lはレングスを表しています
※2 この Dは小数点位置を表しています
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5-7　EAN-128サンプルバーコード

EAN-128

( 8 1 0 1 ) 5 1 7 7 7 7 4444 ( 8 1 00 ) 5 3 000 3

(01)14912345678955(17)020100(30)314(10)123456789077

( 0 1 ) 3 4 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 5 ( 1 7 ) 0 1 0 3 1 4 ( 3 0 ) 1 0 0 ( 1 0 ) 1 2 3 4 5 A
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付録 1　サンプルバーコード

NW-7

A 1 2 3 4 5 6 A

A - $ / 4 5 6 A

CODE39

1 2 3 4 5 6

A B C D E F

CODE39（C/D付き）

1 2 3 4 5 F

A B C D E H

JAN13

4 994121 104579

4 994121 102070



付録 1　サンプルバーコード
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JAN8

4912 3456

4911 2238

UPC-E

0 0 0 1 2 3 4 4

0 9 9 9 9 9 9 2

インターリブド2of5

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

インターリブド2of5（C/D付き）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 5

CODE128

S t r e a m 1 - D S V

L A S E R  R E A D E R

EAN-128は第5章をご覧ください。
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付録 2　連続読取りモードの設定

• 連続読取りモードは、バーコードを読取ってもレーザーが消灯せずに、連
続してバーコード読取り状態になります。ただし、1度バーコードからレーザ
ーを離さないと2度読みしません。

• 読取り後、レーザーをバーコードから離して再び読取り可能になる時間は
「2度読み防止タイマー時間の設定」で行います（付録表2-3）。
• 初期設定を行うと、「連続読取り」は解除されます。

付録表 2-1

連続読取りモードの設定を行います
★印は初期設定

設定開始  Z7 
連続読取りにする  S7 

設定終了  Z7 

付録表 2-2

連続読取りモードの設定を解除します
★印は初期設定

設定開始  Z7 
★連続読取りを解除する  S8 

設定終了  Z7 
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付録表 2-3

2度読み防止タイマー時間の設定をします
★印は初期設定

設定開始  Z7 
0秒  SR 

0.05秒  SS 
0.1秒  ST 
0.2秒  SU 
0.3秒  SV 
0.4秒  SW 
★0.5秒  SX 
0.6秒  SY 
設定終了  Z7 
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付録 3　レーザー照射方法の設定

レーザー照射方式の設定を行います。レーザー照射方式には「シングルスキャ
ンモード」と「ラスタスキャンモード」があり、以下のような違いがあります。

• シングルスキャンモード
印字品質の悪いバーコードを読ませた場合、 読み取りに時間がかかる事があ
るが、誤読しにくい。

• ラスタスキャンモード
印字品質の悪いバーコードを読ませた場合、読み取り時間は早いが誤読する可
能性は増える。

付録表 3-1

シングルスキャンモードの設定を行います
★印は初期設定

設定開始  Z7 
シングルスキャンモード  X8 

設定終了  Z7 

付録表 3-2

ラスタスキャンモードの設定を行います
★印は初期設定

設定開始  Z7 
★ラスタスキャンモード  X9 

設定終了  Z7 
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付録 4　定期刊行物コード（雑誌）の読取り

本項では、定期刊行物コード（雑誌）に関する設定について説明します。

●定期刊行物コード（雑誌）とは

雑誌用バーコードのコード体系が、2004年6月より従来の「共通雑誌コード」か
ら「定期刊行物コード（雑誌）」へ変更されました。この定期刊行物コードは、
先頭3桁が「491」固定の13桁 JANコードと5桁のアドオンコードで構成されま
す。

付録 4-1　定期刊行物コードの読取り設定

• 定期刊行物コード読取り可
「491」で始まる JAN-13は5桁のアドオンコード付きのみを読取ります。
• 定期刊行物コード読取り禁止
「491」で始まる JAN-13は5桁のアドオンコード付きでもアドオンコード無し
として読取り、JAN-13として出力します。

付録表 4-1

定期刊行物コードの読取りを設定します
★印は初期設定

設定開始  Z7 
定期刊行物コード読取り可  EN 
★定期刊行物コード読取り禁止  EM 

設定終了  Z7 
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付録 4-2　定期刊行物コードの C/D（チェックデジット）転送設定

定期刊行物コードの C/D転送の設定は「3-2-1-4 C/D（チェックデジット）転送
の設定」の「JAN/EAN」にて設定を行います。

付録 4-3　定期刊行物コードのプリフィックス／サフィックス付加の設定

定期刊行物コードのプリフィックス／サフィックスの付加について設定します。
設定方法については「3-2-1-6 プリフィックスの付加の設定」および「3-2-1-7 サ
フィックスの付加の設定」と同様です。
付録表4-2の「定期刊行物コードのプリフィックス」、「定期刊行物コードのサ
フィックス」のバーコードをコード指定に使用して設定を行ってください。

付録表 4-2

定期刊行物コードのプリフィックス／サフィックスを設定します
★印は初期設定

設定開始  Z7 
定期刊行物コードの
プリフィックス  M2 
定期刊行物コードの
サフィックス  O2 
設定終了  Z7 

この設定は定期刊行物コード読取り時に有効となります。
定期刊行物コード読取り禁止により JAN-13として扱われた場合は「3-2-1-6　プ
リフィックスの付加の設定」および「3-2-1-7　サフィックスの付加の設定」で
「JAN/EAN-13」に設定した内容が付加されます。
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索引-2

Ｃ

C/D .............................................. 3-2
CAPS......................................... 3-26

Ｈ

HOST .......................................... 1-4

Ｋ

KEY............................................. 1-4

Ｓ

SCAN .......................................... 1-4
Stream1-DSV.............................. 2-2

あ

英数字コード ............................. 3-32
オルタネートスイッチモード .... 3-21

か

キーボードステータス ............... 3-30
基本動作 ...................................... 2-9
桁数転送 ...................................... 3-8

さ

サフィックス .................... 3-16, 3-32
終端コード................................. 3-27
スタート／ストップ .................... 3-2
接続 ............................................. 2-2

接続時の注意................................2-2
送信速度 .....................................3-29

た

多段読み .....................................3-23
チェックデジット.........................3-2
通信設定 ..............................3-3, 3-26
デスクトップタイプ .....................2-5
添付品 ..........................................1-2
トリガースイッチ.........................1-3
トリガーモード ..........................3-20

な

ノートブックタイプ .....................2-6

は

表示 LED .....................................1-3
ブザー音量 .................................3-24
プリフィックス .................3-16, 3-32
本体ケーブル................................1-3

や

読取り口 .......................................1-3
読取り桁数 .................................3-18
読取りコード.........................3-2, 3-6
読取り時間 .................................3-22
読取り設定 ..........................3-3, 3-18
読取り方式 .................................3-19
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御氏名 TEL 　　（　　　 ）
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■質問内容・不具合症状の記入欄（できるだけ詳しくご記入ください）■

修理の際は本紙にご記入のうえ修理品と一緒にお買い上げ店にお渡しください。
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（http://www.welcat.co.jp/）にてご確認ください。
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